






<はじめに>

  PＭD 患児は、躯幹や四肢の筋力低下に伴って日常生活での姿勢が問題とな

ってくる。この姿勢は脊柱変形と関係があり、身体面での安楽を左右するばか

りでなく、精神状態にも影響を及ぼす。この様なことからして、不良姿勢に対

しては適正な予防、増悪防止の援助、指導が必要である。すでに当病棟入所患

児についての日常の坐位姿勢の観察を行なってきたが、同時にそれらに対する

2～3の看護用具の工夫をしたのでその結果を報告する。


